
災
害
に
備
え
て
総
合
防
災
訓
練
実
施
！

　

11
月
12
日（
日
）午
前
９

時
30
分
よ
り
、
平
成
18
年

度
、
大
島
六
丁
目
団
地
総

合
防
災
訓
練
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

前
日
の
雨
で
天
候
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
青
空

に
迎
え
ら
れ
た
当
日
は
、

「
木
枯
ら
し
１
号
」
が
吹

き
、
強
風
の
た
め
、
予
定

し
て
い
た「
て
ん
ぷ
ら
油

火
災
」の
消
火
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
。

　

約
３
０
０
名
の
参
加
者

は
、「
初
期
消
火
訓
練
」「
放

水
訓
練
」「
心
肺
蘇
生
措
置

訓
練
」「
転
倒
家
具
か
ら
の

救
出
救
助
訓
練
」「
起
震
車

の
体
験
訓
練
」を
５
班
に
分

れ
て
順
次
体
験
し
ま
し
た
。

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
消
防
団
の
放
水

訓
練
を
見
学
し
た
後
、
希

望
者
に
放
水
体
験
も
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、参
加
記
念
品
と

炊
き
出
し
訓
練
と
し
て

「
ア
ル
フ
ァ
米
」が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
関
連
記
事
４
面

★
今
年
も
残
り
一
ヶ
月
と

な
り
、歳
を
重
ね
る
毎
に

月
日
の
経
過
が
早
く
感
ず

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
み
ん
な
の
会
報
」も
今
号

で
今
年
は
終
わ
り
。
重
大

ニ
ュ
ー
ス
又
は
十
大
ニ
ュ

ー
ス
と
し
て
様
々
な
事
件

を
書
こ
う
と
思
い
ま
し
た

が
、あ
ま
り
に
も
悲
し
い

子
供
た
ち
の
問
題
を
取
り

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

★「
い
じ
め
」に
よ
る「
自

殺
」そ
し
て
、親
殺
し
、子

殺
し
。世
の
中
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
ま
で
残
酷
な
、

悲
惨
な
出
来
事
が
起
き
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

昔
か
ら
、次
々
と
連
鎖
反

応
の
よ
う
に
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。「
教
育
」
と

い
う
躾
に
問
題
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。「
教
育

基
本
法
」
を
改
正
す
れ
ば

良
く
な
る
も
の
で
も
な
い

で
し
ょ
う
。
★
今
ま
で
友

達
で
い
た
は
ず
な
の
に
、

突
然
い
つ
の
間
に
か
被
害

者
に
な
り
加
害
者
に
な
る
。

そ
し
て
ま
た
そ
の
反
対
に

も
な
り
う
る
。
こ
の
よ
う

な
状
態
は
子
供
た
ち
だ
け

な
の
で
し
ょ
う
か
。
大
人

の
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。

「
け
ん
か
」と「
仲
良
し
」、

「
戦
争
」と「
平
和
」
は
相

反
す
る
も
の
で
す
が
、
次

々
と
入
れ
替
わ
る
。
次
々

と
変
化
す
る
。
★
星
の
世

界
に
も
仲
間
は
ず
れ
に
な

っ
た「
冥
王
星
」が
い
る
。

つ
い
こ
の
間
迄
、
同
じ
惑

星
だ
っ
た
の
に
、小
さ
い

か
ら
か
。人
間
は
勝
手
す

ぎ
る
。
も
っ
と
も
っ
と
生

命
の
尊
さ
を
知
る
べ
き
で

す
。　
　
　
　
　
　

 

（
Ａ
）
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一人がみんなのために
みんなが一人のために

発行　公団大島六丁目団地自治会
編集　広　報　部・事　務　局

自治会事務所：13時～17時（金・日・祝休み）
TEL：（3636）6470 FAX：（3636）6479
ホームページ：http://www.6-dan.com

や
ま
び
こ

中島会長、区政功労で受賞
　去る11月3日、江東区は自
治功労者、教育関係功労者な
ど、7部門で尽力された区政
功労者76名を表彰しました。
当団地では、中島会長が防災
・防犯・交通安全功労者部門
の4名の中に選ばれて、表彰
されました。
　中島会長は該当部門のほか、自治会長として
も、26年5ヶ月の永年に亘り、その業績顕著だ
ったことが、授賞基準を大きく上回っての受賞
となりました。
　なお中島会長は、東京23区公団住宅自治会協
議会副会長のほか自治協関連組織の重責を担っ
て、活躍しています。

おかげさまでTO君は順調です
　みなさまから応援を受けたTO君を救う募金
は目標3000万円を達成できました。そして9
月11日、お父さんの小腸を移植する手術を行い
ました。
　「TO君を救う会」のホームページによると、手
術前は、食べ物は一切受け付けなかった難病で
したが、予後は極めて順調で、五分粥とペース
ト状のおかずを食べられるようになり、お父さ
んも、10月末に退院して仕事への復帰も近いと
のことです。
　10月22日夕方、TBSで達也君の様子が放映さ
れました。順調で元気なことが何よりで、ともに
喜びたいと思います。ご協力、ありがとうござい
ました。　　　              　　　　（二大中PTA会長）

Ｑ、ピロティの郵便受けの蓋が歪んで閉まら
なくなりました。修繕してもらえますか。

Ａ、都市機構、管理サービス事務所に行っ
て「補修伝票」に記入、申込んで下さい。
無料です。

※広報部 註（'06.11月現在）
　郵便受けの状態を調べたところ、下表の通
りで、荒んだ状態になっていました。

　補修後、各戸の名札もきれいにしましょう。
　なお、１・４・５号棟は補修が済んでおり、
　現在整然となっております。

�号棟� 全戸数� 歪んだ蓋� 蓋なし
� ２� 364� 21� 　0　
� ３� 364� 68� 0
�６南� 442� 93� 0
 ６北� 442� 44� 1
� ７� 209� 34� 　1　

クリスマス会に

集まれ！
日時：12月23日（土・祭日）
　　　 午後3時より
場所：3号棟集会所
◆幼児・小中学生のみな

さん、ご参加下さい。

日時：12月10日（日）
　　午前10時30分より
場所：中央広場
※会員証とおもちの入れ物

を持って来て下さい。

もちつき
大会開催

震度7から生還！（起震車体験）

自治会配布の消火スプレーでも
訓練しました（初期消火訓練） 将来は消防士！（放水訓練）

車椅子の方も参加（心肺蘇生措置訓練）

平成18年度 赤い羽根募金
歳末助け合い運動について
赤い羽根募金運動に20万円
歳末助け合い運動に30万円
上記金額を資源回収特別会計より支
出し、江東区を通じ関係団体へ拠出
しましたことを報告いたします。

すさ



　

９
月
15
日
、大
島
六
丁
目
団
地
自
治
会
役
員
代
表
13
名

は
、住
宅
管
理
協
会
代
表
と
の
定
例
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
　
　
　

  

（
質
問
事
項
は
簡
略
化
し
「
で
あ
る
」
調
に
し
て
い
る
）

（
１
）本
年
６
月
１
日
よ
り
、
団
地
の
現
地
管
理
業
務
が

都
市
再
生
機
構
（
以
下
、機
構
）
か
ら
財
団
法
人
住
宅
管

理
協
会
（
管
理
協
会
）
に
変
更
に
な
っ
た
件
に
つ
い
て

�
現
地
管
理
業
務
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
機
構

と
管
理
協
会
の
関
係
も
ど
う
な
る
の
か
。

答
＝
管
理
受
託
者
と
し
て
「
安
心
・
安
全
・
快
適
」
を

中
心
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
基
本
的
に
は
従
来
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

�
管
理
協
会
の
「
管
理
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
」
は
？

　

大
震
災
等
の
事
態
に
対
し
、
管
理
協
会
は
独
自
判
断

で
対
応
策
が
講
じ
ら
れ
る
の
か
。

答
＝
こ
れ
ま
で
同
様
、
機
構
と
一
体
に
な
っ
て
進
め
て

い
き
ま
す
。
自
治
協
と
機
構
と
の
連
携
研
究
会
で
も
話

し
合
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
治
会
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
自
然
災
害
等
の
具
体
的
な

問
題
は
事
実
確
認
を
行
い
な
が
ら
進
め
ま
す
が
、
初
期

対
応
で
は
、
自
治
会
の
協
力
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

�
将
来
、民
間
業
者
が
管
理
協
会
の
下
請
け
を
す
る（
機

構
↓
管
理
協
会
↓
民
間
業
者
）
可
能
性
は
？

答
＝
５
０
０
戸
未
満
の
団
地
は
民
間
業
者
で
と
い
う
基

本
的
な
方
針
が
あ
る
。
大
島
六
丁
目
団
地
は
当
面
対
象

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

�
自
治
会
と
の
定
例
懇
談
会
は
、
所
管
が
管
理
協
会
に

変
わ
り
、
こ
の
性
格
も
変
わ
る
の
か
。

答
＝
こ
れ
ま
で
同
様
に
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
東
京

東
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
で
出
来
な
い
も
の
は
支
社
へ
上

げ
て
い
き
た
い
。

�
管
理
協
会
が
管
理
す
る
団
地
と
、
協
会
以
外
の
業
者

が
管
理
す
る
団
地
で
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
ど
う
か
。

答
＝
協
会
以
外
の
管
理
は
、
窓
口
業
務
、
管
理
主
任
の

業
務
な
ど
で
、
全
体
の
管
理
は
管
理
協
会
が
行
っ
て
い

る
。
質
の
差
を
生
じ
な
い
対
応
を
取
り
ま
す
。

�
機
構
に
よ
る
定
期
的
な
管
理
上
の
チ
ェ
ッ
ク
は
ル
ー

ル
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
＝
定
例
会
議
及
び
定
期
的
な
報
告
も
し
て
い
ま
す
。

�
私
た
ち
は
団
地
内
「
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
の
営
業

時
間
延
長
」
を
要
望
し
て
い
る
。

答
＝
一
部
、
民
間
業
者
が
管
理
し
て
い
る
団
地
で
は
時

間
延
長
し
て
い
ま
す
が
、
全
体
に
か
か
わ
る
事
項
な
の

で
機
構
に
報
告
し
ま
す
。

�
「
共
益
費
」
の
管
理
・
運
用
も
管
理
協
会
が
行
う
の

か
。
収
支
の
公
表
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
＝
従
来
と
変
わ
ら
な
い
。
機
構
と
協
議
し
て
運
用
を

進
め
て
い
き
た
い
。

（
２
）２
０
０
５
年
度
末
近
く
に
突
如
浮
上
し
驚
い
た
耐

震
問
題
と
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て
。

�
７
号
棟
を
除
く
全
号
棟
の
耐
震
工
事
が
終
了
し
、
耐

震
強
度
は
阪
神
大
震
災
ク
ラ
ス
で
も
大
丈
夫
で
あ
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
今
年
１
月
、
「
改
正
耐
震
改
修
促
進

法
」
が
施
行
さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
耐
震
工
事
が
必
要
な

号
棟
が
あ
る
と
の
話
だ
が
？

答
＝
震
度
６
〜
７
で
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
ピ
ロ
テ
ィ
階

は
改
修
し
て
い
ま
す
。
住
宅
階
に
つ
い
て
は
平
成
21
年

度
ま
で
に
耐
震
化
率
90
％
を
目
指
し
て
工
事
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
、
全
棟
完
全
に
除
去
で
き
て
い

る
が
、
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
を
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

現
在
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
＝
昭
和
62
年
に
住
宅
の
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
は
除
去
し

た
。
平
成
17
年
に
再
調
査
し
た
結
果
、
東
電
借
室
の
電

気
室
、
機
械
室
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
控
え
室
、
ポ
ン
プ
室

に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
り
、
現
在
電
気
室
の
撤
去
工
事
を

行
っ
て
い
る（
全
号
棟
）。
平
成
19
年
に
は
３
、
５
、
６
、

７
号
棟
の
電
気
室
、
７
号
棟
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
控
え
室

の
工
事
を
行
う
。
今
後
工
事
を
行
う
際
に
は
自
治
会
へ

の
説
明
を
行
う
。
停
電
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
外
国
語

で
の
掲
示
が
な
く
問
題
が
あ
っ
た
。
今
後
配
慮
し
た
い
。

な
お
現
在
ア
ス
ベ
ス
ト
の
状
態
は
安
定
し
て
お
り
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
等
の
心
配
は
な
い
。

�
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
作
業
は
、
厳
重
な
監
理
の
下
に
施

工
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

答
＝
飛
散
し
な
い
よ
う
指
導
を
徹
底
し
た
い
。
扉
が
開

か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
施
錠
も
し
て
い
る
。

（
３
）フ
ロ
ア
会
議
で
多
く
出
た
外
国
人
居
住
者
に
対
す

る
苦
情
や
、上
下
階
の
騒
音
問
題
に
つ
い
て

�
現
在
、
当
団
地
に
は
何
世
帯
ぐ
ら
い
の
外
国
人
世
帯

が
い
る
か
、
号
棟
別
に
教
え
て
ほ
し
い
。

答
＝
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

�
外
国
人
世
帯
向
け
ル
ー
ル
集
は
一
般
的
な
も
の
で
、

当
団
地
で
生
活
す
る
に
は
不
十
分
。
当
団
地
の
ご
み
出

し
ル
ー
ル
一
覧
表
の
翻
訳
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
新
入
居
世
帯
に
対
し
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
の
説
明
を
し
て
い
る
か
。

答
＝
９
月
９
日
に
ゴ
ミ
置
き
場
に
４
カ
国
語
（
日
本
、

英
、
中
、
韓
）
の
掲
示
を
行
っ
た
。
説
明
は
管
理
サ
ー

ビ
ス
事
務
所
で
行
っ
て
い
る
。

�
外
国
人
世
帯
に
、
集
合
住
宅
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
説
明
を
し
て
い
る
の
か
。　

答
＝
外
国
人
向
け
の
手
引
き
書
を
示
し
な
が
ら
説
明
を

し
て
い
る
。
契
約
は
日
本
語
が
話
せ
る
人
が
行
う
ル
ー

ル
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

�
外
国
人
世
帯
の
中
に
は
、
法
人
契
約
の
社
宅
に
な
っ

て
い
る
場
合
も
あ
る
の
か
。

答
＝
法
人
、
個
人
で
も
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
居
住
者
が
騒
音
問
題
で
相
談
に
行
っ
た
と
き
、「
個
々

で
解
決
し
な
さ
い
」
と
突
き
放
す
こ
と
だ
け
は
し
な
い

よ
う
、
要
請
す
る
。

答
＝
騒
音
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
管
理

サ
ー
ビ
ス
事
務
所
が
介
在
す
る
こ
と
で
問
題
が
こ
じ
れ

悪
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
上
下
階
で
話
し
あ
っ
た
の
ち

に
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
に
話
を
し
て
ほ
し
い
。
居
住

者
へ
の
説
明
の
仕
方
は
窓
口
へ
の
指
導
も
し
て
い
き
た

い
。

�
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
し
た
下
の
階
の
部
屋
の
騒
音

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
と
騒
音

問
題
の
因
果
関
係
は
数
年
前
か
ら
指
摘
、
善
処
を
要
望

し
て
き
た
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
＝
和
風
か
ら
洋
風
に
か
わ
り
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
な

っ
た
。
遮
断
性
能
は
畳
と
同
じ
性
能
の
も
の
を
使
用
し

て
い
る
。
東
京
東
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
対
処

で
き
な
い
の
で
支
社
に
伝
え
た
い
。

（
４
）修
繕
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
関
し
て

�
当
団
地
に
お
け
る
今
年
度
の
修
繕
計
画
は
？

答
＝
�
外
壁
修
繕
工
事
１
・
４
・
５
号
棟　

�
手
摺
等

塗
装
１
・
４
・
５
号
棟　

�
屋
上
排
風
機
改
修
工
事
４

・
６
号
棟　

�
給
水
ポ
ン
プ
等
改
修
工
事
３
・
６
号
棟

�
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
（
前
項
に
記
載
）

�
耐
震
工
事
と
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
の
費
用
は
ど
こ

か
ら
出
費
さ
れ
る
の
か
。

答
＝
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
、
耐
震
工
事
に
は
国
の
補

助
金
も
出
て
い
ま
す
。
他
の
修
繕
計
画
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

�
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
始
め
る
時
、
影
響
を
受
け
る

各
戸
へ
の
連
絡
を
業
者
に
実
行
さ
せ
て
ほ
し
い
。

答
＝
工
事
の
挨
拶
は
上
下
左
右
を
訪
ね
て
い
る
他
、
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
。
工
事
業
者
に
は
指
導
し
ま
す
。

�
工
事
に
よ
る
断
水
や
停
電
の
時
は
、
も
っ
と
大
き
く

目
に
付
き
や
す
い
箇
所
に
掲
示
し
て
ほ
し
い
。

答
＝
掲
示
場
所
、
内
容
等
工
夫
を
し
た
い
。
４
カ
国
語

で
の
掲
示
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
工
事
の
開
始
・
終
了
時
間
・
作
業
員
の
退
去
時
間
等
、

厳
守
す
る
よ
う
関
係
者
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

答
＝
さ
ら
な
る
指
導
を
徹
底
し
た
い
。
具
体
的
に
問
題

が
あ
っ
た
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
工
程
変
更
に
つ
い

て
は
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
掲
示
を
し
た
い
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
値
上
げ
家
賃
算
定
の
前
提
条
件
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
ま
た
は
空
家
特
別
修
繕
の
終
了
と
な
っ
て
い
る
。

家
賃
は
値
上
げ
し
て
も
住
戸
内
修
繕
は
な
い
。
負
担
区

分
で
居
住
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
、
経
年
劣
化

が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
機
構
負
担
で
住
戸
内

修
繕
を
行
う
の
が
当
然
で
は
な
い
か
。

答
＝
契
約
書
に
規
定
さ
れ
て
い
る
細
目
に
基
づ
い
て
い

る
。
住
戸
内
の
改
修
に
つ
い
て
は
浴
室
の
扉
の
取
り
替

え
、
天
井
の
改
修
等
行
っ
て
い
る
。
修
繕
工
事
は
東
京

東
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
に
確
認
を
し
て
や
っ
て
い
る
。

制
度
に
係
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
機
構
に
伝
え
た
い
。
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半
世
紀
前
、住
宅
公
団

が
設
立
さ
れ
る
際
、国
会

で「
国
は
公
団
住
宅
の
家

賃
を
な
る
べ
く
低
廉
な
ら

し
め
る
よ
う
考
慮
す
る
こ

と
」と
い
う
付
帯
決
議
が

付
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

呼
称
は
再
三
変
わ
り
ま
し

た
が
現
在
の
都
市
機

構
に
変
わ
る
際
に
も
、

両
院
で
全
会
一
致
の

同
様
趣
旨
の
付
帯
決

議
が
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
初
の
家
賃
は「
個

別
原
価
主
義
」を
採

用
し
て
い
ま
し
た
が
、後

続
団
地
が
建
設
費
高
騰
・

高
家
賃
、未
入
居
、赤
字
化

で
破
綻
し
た
た
め
、公
団

は
新
旧
の
不
公
平
是
正
を

旗
印
に
、家
賃
構
成
が
不

透
明
な「
総
合
原
価
主
義
」

を
採
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、民
間
家
賃

と
の
格
差
是
正
を
言
い
、

も
っ
と
不
透
明
で
問
題
の

多
い「
近
傍
同
種
」と
い
う

「
市
場
家
賃
主
義
」が
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。市
場
家

賃
よ
り
は
る
か
に
高
い
家

賃
を
払
わ
せ
続
け
、市
場

家
賃
が
逆
転
し
た
ら
理
屈

を
つ
け
て
家
賃
を
設
定
し

な
お
す
。公
団
設
立
時
の

理
念
や
国
会
付
帯
決
議
は

ど
こ
へ
や
ら
、ご
都
合
主

義
そ
の
も
の
で
す
。

　

大
都
市
の
公
団
賃
貸
住

宅
居
住
者
は
、公
共
住
宅

に
住
み
な
が
ら
、個
別
原

価
主
義
の
時
で
さ
え
、経

済
変
動
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
家
賃
値
上
げ
に
不
安

を
抱
き
な
が
ら
生
活
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
は
３
年
毎
に
確
実
に

や
っ
て
く
る
値
上
げ
に
、

い
つ
ま
で
住
み
続
け
ら
れ

る
の
か
と
怯
え
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
す
。こ
の
ま

ま
で
な
に
も
し
な
け
れ
ば
、

平
成
21
年
に
は
間
違
い
な

く
ま
た
家
賃
値
上
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
に
収

入
が
増
え
る
と
い
う
保
障

は
あ
り
ま
せ
ん
。増
え
て

も
、社
会
保
障
費
や
税
金

や
物
価
の
変
動
に
よ
っ
て

使
え
る
お
金
は
減
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。こ
ん
な
不

安
定
な
中
で
家
賃
だ
け
は

上
が
る
の
で
す
。こ
の
こ

と
は
絶
対
に
と
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

定
期
的
な
家
賃

値
上
げ
制
度
を
や

め
さ
せ
、安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る

家
賃
制
度
を
確
立

さ
せ
る
た
め
の
第

一
歩
が
、今
年
の
統

一
行
動
へ
の
参
加
で
す
。

　

時
間
の
ご
都
合
の
つ
く

方
は
、12
月
６
日（
水
）、日

本
教
育
会
館
で
の
総
決
起

集
会
に
参
加
し
他
団
地
の

居
住
者
と
手
を
つ
な
ぎ
、

私
た
ち
の
窮
状
と
思
い
を

訴
え
ま
し
ょ
う
。

「
家
賃
の
不
安
解
消
」を
目
指
し
て

 　
年
度
全
国
統
一
行
動

 

総
決
起
集
会
に
参
加
を
！
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（
５
）そ
の
他
、重
要
な
案
件
に
つ
い
て

�
階
上
の
廊
下
に
置
か
れ
て
い
る
オ
ー
ト
バ
イ
は
城
東

消
防
署
の
是
正
指
導
を
受
け
て
い
る
。
オ
ー
ト
バ
イ
の

転
倒
で
子
供
が
下
敷
き
に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
。
階
上

の
オ
ー
ト
バ
イ
に
放
火
さ
れ
た
。
以
上
か
ら
、
オ
ー
ト

バ
イ
駐
輪
場
の
新
設
を
要
望
す
る
。

答
＝
現
在
あ
る
置
き
場
は
76
台
で
満
車
に
な
っ
た
。
実

態
を
調
査
し
て
改
め
て
話
し
合
い
た
い
。

�
放
置
自
転
車
の
整
理
に
自
治
会
は
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
迷
惑
駐
輪
が
２
号
棟
周
辺
、
松
坂
屋
ス
ト
ア
周
辺

等
に
あ
る
。
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答
＝
２
号
棟
に
つ
い
て
は
今
年
度
支
社
と
対
応
を
協
議

し
て
い
る
。
対
応
の
概
要
が
固
ま
っ
た
時
点
で
自
治
会

と
も
相
談
あ
る
い
は
説
明
等
行
い
た
い
。

�
外
部
か
ら
の
不
法
投
棄
も
続
き
、
可
燃
ゴ
ミ
の
捨
て

方
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
管
理
者
と
し
て
、
ゴ
ミ

問
題
解
決
の
方
策
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答
＝
居
住
者
の
マ
ナ
ー
に
依
存
す
る
部
分
が
大
。
外
国

人
へ
の
掲
示
等
は
ま
だ
出
せ
な
い
で
い
る
。

�
自
治
会
の
要
請
で
ペ
ッ
ト
飼
育
禁
止
の
掲
示
板
は
出

来
た
が
、
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
を
ど
う
受
け
と
め
、

対
処
す
る
つ
も
り
か
。

答
＝
住
ま
い
の
し
お
り
で
周
知
は
し
て
い
る
が
有
効
な

方
策
は
な
い
。
看
板
等
見
直
し
を
考
え
て
い
る
。
具
体

例
は
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
警
告
文
の
投
函
を
し
て
、誓

約
書
の
提
出
を
求
め
て
、
こ
れ
で
も
駄
目
な
場
合
は
裁

判
等
も
考
え
て
い
る
。
退
去
し
た
例
も
あ
る
。

�
団
地
内
で
起
き
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
は
大
小
を
問
わ
ず
、

大
家
（
管
理
者
）
が
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
臨
め
ば
、
良

好
な
方
向
に
動
く
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
＝
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
は
や
っ
て
い
る
。
今
後
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

�
い
く
つ
か
の
団
地
で
集
会
所
が
新
し
く
な
っ
た
が
、

当
団
地
で
の
工
事
の
予
定
は
あ
る
か
。

答
＝
集
会
所
の
改
修
は
来
年
度
の
計
画
に
な
っ
て
い
ま

す
。

�
改
め
て
50
〜
60
坪
程
度
の
大
集
会
所
及
び
Ｅ
ラ
ウ
ン

ジ
の
建
設
を
要
請
す
る
。
集
会
所
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

男
子
子
供
用
小
便
器
の
設
置
、
車
い
す
用
ト
イ
レ
の
増

設
及
び
集
会
所
室
内
の
カ
ー
テ
ン
の
取
替
え
を
含
む
室

内
改
装
を
要
請
す
る
。

答
＝
集
会
所
全
体
的
な
改
修
の
中
で
対
応
し
た
い
。
細

か
い
要
望
に
つ
い
て
は
個
別
に
話
し
合
い
た
い
。

�
空
き
室
の
住
戸
に
人
が
出
入
り
し
た
り
、
悪
臭
が
あ

っ
た
り
す
る
が
、
管
理
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答
＝
空
き
家
に
工
事
関
係
者
が
下
見
に
来
た
の
で
は
な

い
か
。
工
事
等
で
調
査
が
入
っ
た
り
す
る
。
管
理
は
管

理
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
が
や
っ
て
い
る
。
正
確
な
空
き
家

の
戸
数
は
分
か
ら
な
い
。
色
々
の
住
宅
が
あ
る
。（
事
故

住
宅
・
建
て
替
え
用
の
住
宅
等
）

�
団
地
内
の
商
店
が
、
店
舗
前
を
大
き
く
占
有
し
て
商

品
を
並
べ
た
り
、
自
販
機
を
置
い
て
営
業
し
て
い
る
こ

と
は
、
契
約
上
許
さ
れ
る
こ
と
か
。

答
＝
届
け
出
で
承
認
し
て
い
る
。
不
便
が
あ
る
場
合
は
、

実
態
を
確
認
し
て
店
舗
会
に
申
し
入
れ
ま
す
。

�
団
地
敷
地
内
の
植
栽
・
芝
生
の
手
入
や
、
そ
の
他
作

業
の
今
年
度
計
画
も
教
え
て
ほ
し
い
。

答
＝
10
月
に
は
芝
生
の
手
入
れ
を
し
、
１
〜
３
月
に
は

高
木
の
剪
定
を
し
ま
す
。
今
年
は
時
期
を
失
し
た
剪
定

が
あ
っ
た
。
今
後
留
意
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

�
植
栽
地
に
立
ち
入
り
禁
止
の
立
て
札
を
。

答
＝
現
地
で
改
め
て
確
認
し
対
応
し
ま
す
。

�
団
地
内
に
時
計
塔
が
３
基
あ
る
が
、
文
字
盤
の
灯
り

が
１
基
し
か
つ
い
て
い
な
い
。
防
犯
上
か
ら
も
他
の
２

基
も
灯
り
が
つ
く
よ
う
要
望
す
る
。

答
＝
２
基
に
は
照
明
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
。
防
犯
上
は

屋
外
灯
で
や
っ
て
お
り
、
団
地
内
で
は
特
に
暗
い
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
屋
上
換
気
扇
（
フ
ァ
ン
）
の
運
転
時
間
を
、
午
後
11

時
ご
ろ
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

答
＝
４
・
６
号
棟
は
排
風
機
を
取
り
替
え
る
予
定
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
時
間
は
検
討
し
た
い
。
他
の
号
棟
も

今
後
や
っ
て
い
き
た
い
。

�
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
ガ
ラ
ス
窓
や
、
そ
の
他
構

築
物
等
の
清
掃
は
、
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答
＝
内
側
は
Ｊ
Ｓ
、
外
側
は
特
別
清
掃
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
協
議
し
た
い
。

�
ク
リ
ー
ン
メ
イ
ト
さ
ん
は
、
人
に
よ
り
仕
事
の
内
容

・
範
囲
・
質
が
大
き
く
変
わ
る
が
、
誰
が
担
当
に
な
っ

て
も
同
じ
仕
事
が
で
き
る
よ
う
徹
底
し
て
下
さ
い
。

答
＝
ク
リ
ー
ン
メ
イ
ト
さ
ん
の
間
で
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

働
か
せ
て
い
き
た
い
。
３
ヶ
月
毎
に
交
代
し
て
い
る
。具

体
的
例
が
あ
れ
ば
Ｊ
Ｓ
に
申
し
入
れ
ま
す
。

�
来
客
用
駐
車
場
も
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
後
２

台
ほ
ど
の
増
設
を
要
望
し
ま
す
。

答
＝
５
台
ま
で
増
設
で
き
る
の
で
後
２
台
設
置
可
能
で

す
。
設
置
場
所
を
協
議
し
た
い
。

�
新
入
居
者
が
現
地
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
で
自
治
会

に
つ
い
て
尋
ね
た
場
合
、
「
自
治
会
に
は
入
ら
な
く
て

も
よ
い
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

答
＝
自
治
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
い
る
。
加
入

斡
旋
は
出
来
な
い
が
、
「
自
治
会
に
は
入
ら
な
く
て
も

よ
い
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
は
ず
だ
。
そ
う
受
け
取
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
指
導
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
は
東
京
都
の
消
費
生
活
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
10
年
前
か

ら
参
加
し
て
い
ま
す
。台
本
は
振
り
込
め
サ
ギ
、
リ
フ
ォ

ー
ム
、カ
ー
ド
犯
罪
、訪
問
販
売
な
ど
数
十
種
あ
り
ま
す
。

　

集
会
、
区
役
所
、
学
校
、
警
察
な
ど
ど
こ
へ
で
も
伺

い
ま
す
。
最
も
驚
い
て
い
る
の
は
振
り
込
め
サ
ギ
で
、

あ
れ
だ
け
マ
ス
コ
ミ
で
騒
い
で
、
数
年
前
に
無
く
な
っ

て
し
か
る
べ
き
な
の
に
今
で
も
続
い
て
い
る
の
で
す
。

　

私
の
場
合
急
ぐ
お
金
を
払
う
必
要
性
は
、
買
い
物
と

乗
り
物
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。
主
婦
は
１
回
５
円
か
10
円

の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
一
生
懸
命
貯
め
て
、
一
方
で
百

万
円
、
２
百
万
円
を
す
ぐ
払
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

だ
け
言
っ
て
も
ま
だ
払
う
様
な
ら
被
害
者
で
は
な
く
共

犯
者
と
し
ま
す
よ
。
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
も
大
金
が
動
き
、

素
人
に
金
額
が
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
無
く
な
り
ま
せ
ん
。

や
っ
と
役
所
が
仲
介
に
入
り
調
査
、
工
事
を
割
安
で
行

う
と
こ
ろ
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

耐
震
偽
装
事
件
も
同
様
で
、
大
昔
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で

は
、
壊
れ
る
様
な
家
を
造
っ
た
人
は
死
刑
だ
っ
た
と
の

事
、
今
の
日
本
は
刑
が
軽
過
ぎ
ま
す
。

　

そ
れ
に
こ
の
事
件
は
官
も
悪
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、

ま
ず
建
築
費
の
半
額
は
無
利
子
で
貸
付
け
る
位
の
事
は

急
い
で
行
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。

　

駐
車
違
反
は
罰
金
を
高
く
し
た
だ
け
で
か
な
り
減
り

ま
し
た
。
で
す
か
ら
私
は
万
引
、
引
っ
た
く
り
、
車
上

荒
ら
し
な
ど
初
犯
20
万
円
か
30
万
円
の
罰
金
に
し
て
通

報
者
に
謝
礼
を
増
や
す
事
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
日
本

だ
け
刑
が
軽
い
と
ど
う
し
て
も
犯
罪
者
を
海
外
か
ら
も

呼
び
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
犯
罪
者
が
日
本
の
警

察
は
撃
た
な
い
、
刑
が
軽
い
、
刑
務
所
の
待
遇
が
良
い

と
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

カ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
は
防
ぐ
の
が
大
変

難
し
い
の
で
す
。
昔
の
貴
婦
人
は
体
型
を
重
視
し
て
、

持
ち
物
は
お
付
き
の
者
に
ま
か
せ
ま
し
た
。
そ
れ
を
今

で
も
皆
が
マ
ネ
す
る
事
は
な
い
で
し
ょ
う
。
女
性
の
方

は
バ
ッ
グ
を
盗
ら
れ
た
ら
全
て
お
終
り
で
は
な
く
も
っ

と
ポ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

　

夢
の
よ
う
に
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
や
取

引
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
未
だ
法
の

整
備
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
私
に
は
高
額
商
品
一

発
勝
負
は
出
来
ま
せ
ん
。

三
遊
亭
円
龍
（
さ
ん
ゆ
う
て
い
・
え
ん
り
ゅ
う
）

１
９
３
９
年
東
京
生
ま
れ
。
都
立
紅
葉
川
高
校
を
経
て
松
井
証
券
に
入
社
。

65
年
２
月
、
六
代
目
三
遊
亭
円
生
に
入
門
。
81
年
３
月
、
真
打
・
円
龍
襲
名
。

落
語
協
会
所
属
。
著
書
に『
円
龍
の
下
町
人
情
味
処
』（
山
と
渓
谷
社
）『
円
龍
の

そ
ば
行
脚
』な
ど
が
あ
る
。
（
６
号
棟
在
住
）
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犯
罪
防
止
落
語

落
語
家

　

三
遊
亭
円
龍

　列島に被害を残した前日の嵐はどこへやら、爽やかな
晴天に恵まれた 10月8日（日）午前11時から恒例の敬老
のつどいが、第四大島小学校体育館で開催されました。
　敬老でご招待された方、ご来賓総人数348名は昨年度
を約40名も上廻る賑わいでした。
　式次第に従い、主催者中島会長挨拶、来賓ご祝辞に引
き続いて最高齢者の方々が紹介されました。ろくだん最
高齢98歳（7号棟）は都合により欠席されました。
　出席者最高齢93歳（4号棟）は昨年に続いて2回目、男
性出席者最高齢89歳（3号棟）ご両人に、中島会長から、
長寿お祝いの花束と記念品が贈呈されました。
　このほか、今年80歳を迎えて出席された13名の方々と、今年90歳を超えて出席されて
いる方々7名に、招待者の曾孫に当たるような年齢の小、中学生（二大小、四大小、二大中）
ボランティアたちから、花束が贈呈されました。
　引き続き、四大小副校長森部先生の発声で祝杯を挙げ、お料理を頂きながら、お待ちか
ねのアトラクション、第1幕は若竹太鼓で、勇壮な太鼓の音は、お腹の底まで響き渡りまし
た。
　第2幕は昨年に続き出演の、歌手 みなみ 蓮さん（本号「ひと」で紹介）のショー。敬老の方
たちが、若い頃口ずさんだ懐かしい歌、思い出の歌。みなみ蓮さんのオリジナル「雨のエト
ランゼ」、そして、世界の平和への祈りをを込めての「アメィジング・グレース」など、50分
間に及ぶ熱唱のステージに満場の方たちから、万雷の拍手が送られました。

敬老のつどい敬老のつどい敬老のつどい

招待者、来賓、総人数348名、満席の会場

みなみ 蓮さんに感謝の花束

出席者最高齢、93歳（4号棟） 男性出席者最高齢、89歳
（3号棟）

わ
た
し
今
年
初
招
待
、

記
念
に
お
父
さ
ん
が

パ
チ
リ
！



　

９
月
３
日（
日
）、秋
の
江

東
区
一
斉
清
掃
デ
ー
に
は
、

「
み
ん
な
の
住
ま
い
、み
ん

な
で
き
れ
い
に
」を
合
言
葉

に
、午
前
10
時
か
ら
約
２
時

間
、サ
ー
ク
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ・セ
ン
タ
ー
の
人
達
も

協
力
し
て
、約
80
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

残
暑
厳
し
い
中
、リ
ヤ
カ

ー
５
台
分
の
ゴ
ミ
を
処
理

し
、い
い
汗
流
し
ま
し
た
。

（
生
活・環
境
部
）

江
東
区
一
斉
清
掃
デ
ー

秋のフェスティバル秋のフェスティバル秋のフェスティバル
　

去
る
10
月
29
日（
日
）午

前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま

で
、「
ろ
く
だ
ん
・
秋
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
催
し
ま
し

た
。

　

人
気
の
焼
き
そ
ば
、や
き

と
り
、ジ
ュ
ー
ス
、ビ
ー
ル

の
模
擬
店
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
20
店
が
出
店
、体
力
テ

ス
ト（
上
体
起
こ
し
、握
力
、

開
眼
片
足
立
ち
、10
メ
ー
ト

ル
障
害
物
歩
行
）４
種
目
に

は
体
育
指
導
員
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。写
真
、ち
ぎ

り
絵
作
品
展
は「
芸
術
の
秋
」

と
銘
打
っ
て
玄
人
は
だ
し
。

　

大
道
芸
人
の「
バ
ル
ー
ン

で
遊
ぼ
う
」は
子
供
た
ち
に

大
人
気
、楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

（
青
少
年・文
化
部
）
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9月
� 2日� 幹事会開催
� 3日� 一斉清掃デー実施
�4日� 区民まつりパレード部会参加
� 5日� 区民まつり北部地区実行委員

会参加、青少年・文化部会行う
� 6日� 夏期パトロール反省会参加
� 7日� 城東母の会キャラバン隊参加
� 8日� 区民まつり交通部会参加
�9日� 第6回棟代表者会議開催
�10日�東京23区自治協ハゼつり・バー

ベキュー大会参加、青空市業者
との例会実施

�13日� 防災対策委員会幹事会開催
�15日� 管理協会との定例懇談会実施

�16日�区民まつり北部地区まつり参加
�17日� 区民まつり大島地区まつりパ

レード参加、青空市業者との
例会実施

�18日� 大島三丁目消防団との打ち合
わせ実施

�21日� 大島地区自治会連合会理事会
大島六丁目団地にて開催

21日～30日　交通安全運動実施
�27日�青少年・文化部会、広報部会開催
�28日� 生活・環境部会開催
�30日�東京23区自治協東・城北ブロッ

ク会議大島六丁目団地で開催
10月
� 1日� 事務局会議開催

� 7日� 東京23区自治協団地代表者会
議出席、幹事会開催、敬老のつ
どい準備行う

� 8日� 敬老のつどい開催（四大小屋
体･348名参加）、広報紙保存版
製作について話し合い実施

�13日� 管理協会との話し合い行う
�14日� 第7回棟代表者会議開催
�18日� 大島地区自治会連合会常任理

事会出席
�23日� 家賃値上げ反対―学習会実施
�25日� 外壁修繕工事5号棟住民説明

会行われる
�27日� 区民まつり反省会出席
�29日� 秋のフェスティバル開催

11月
�2日� 幹事会開催
�6日� 広報編集会議開催
�10日� 第8回棟代表者会議開催
�11日� 東京23区自治協東・城北ブロ

ック会議参加　
�12日� 総合防災訓練実施
�16日� 広報校正会議開催、大島地区

自治会連合会常任理事会出席
�19日� 青空市業者との例会実施、三

駒会20周年記念式典出席
�20日� 大島地区自治会連合会公団部

会参加

ろくだんの

この笑顔から元気をもらい、
みんなの幸せの輪を広げよう。

新潟地方
のっぺい

材料、（5～7人前くらい）
鶏もも肉（200g）、焼き豆腐（1丁）、油揚げ（2枚）、にん
じん（1本）、大根（1/3本）、椎茸、もしくはナメコ（適量）、
里芋（5ヶ）、コンニャク（1/2枚）、煎り銀杏（20ヶ）。

調理法、
　材料それぞれを、15～20㎜ミリ角切り、焼き豆
腐、油揚げは、やや大きめに。
　鶏肉が煮立ったら、材料全部を入れ煮込んで、
醤油で味を調える。調味料少々。
　葛粉でとろみをつけて仕上がりです。　
　煎り銀杏は黄緑色で色彩の取り合わせもよく、
一人前小鉢に3～4個、味も香ばしくて、のっぺい
料理の品格を高めています。
　新潟地方の料理屋には冬場必ずあるメニュ―。
のっぺいは「料理物語・1643年刊」にも、書かれて
おり350年近く前からの、日本古来の伝統料理で
す。
　料理物語では「鴨を用いる」と書かれています
が、新潟県は日本海沿岸距離が約631km(佐渡周
り281km、粟島周り23km)もあって魚介類に恵
まれており、鮭や貝類も使われています。
　主役が魚介類に変わることによって、母の味、
料理屋の味に、忘れられない特徴があります。　
　どうぞ、一度お試しください。

（佐渡市出身・佐久間サダ子・5号棟在住）

　ほのかな蜜の香りのする草むらで、この花を編んで首飾りに
して遊んだ、幼い頃の思い出はありませんか。
　昔から、呼び名は「ホワイト・クローバー」、これは、英名です。
実は、江戸時代にオランダからガラスの器を輸入した際、これを
干草にしたものを緩衝材として使ったことから、和名は「詰め草」
です。歴史年表では1609年、平戸にてオランダと貿易開始とな
っていますので、この時代の種子が400年の間に全土に広まり
ました。
　ろくだんの緑地全域にも繁茂し、あまりに馴染み過ぎて、足元
にあっても、気づいてもらえない寂しさがあります。この花の
3倍くらい大きい、紅紫色の美しい花は「ムラサキ・ツメクサ」。
こちらは輸入牧草に付いて来たもので、牧場の草地に群生して
います。花弁を抜いて舌の先に乗せると、香りの良い花蜜が楽し
めます。
　葉は正常3枚ですが、4枚葉は「幸運」の印として、一生懸命探
し、栞にして大切にした昔の日を想い、懐かしんで下さい。

（写真・文　倉又頼夫）

ろくだんの野の花
シロツメクサ（白詰め草）マメ科

防
災
訓
練
ス
ナ
ッ
プ

　

11
月
５
日（
日
）の
夜
８

時
過
ぎ
に
６
号
棟
ダ
ス
ト

シ
ュ
ー
ト
の
火
災
が
あ
り

ま
し
た
。４
階
部
分
が
変
形

し
て
い
ま
し
た
。廊
下
に
は

煙
が
充
満
し
ま
し
た
。ダ
ス

ト
シ
ュ
ー
ト
は
使
用
禁
止

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、タ
バ

コ
の
吸
い
殻
か
い
た
ず
ら

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、こ

ん
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

６
号
棟
ダ
ス
ト
シ
ュ
ー
ト
火
災

な
か
な
か
う
ま
く
飛
ば
な
い
ね

　
　
　
　

（
初
期
消
火
訓
練
）

キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
き
で
放
水
訓

練
を
見
せ
て
く
れ
た
消
防
団
、

カ
ッ
コ
イ
イ
！

（
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）

外
国
人
居
住
者
も
積
極
体
験

　
　
　
　

（
放
水
訓
練
）

共助訓練の炊き出し配給

大学を出たばかりの大道芸人のカントさん

大賑わいのフリーマーケット やきとり、いかが！

ダミー人形を救い出せ！
（転倒家具からの救助救出訓練）

毛布で作った担架、私にも運べます。
（転倒家具からの救助救出訓練）

防災訓練スナップ「震度7から生還！」他3点は、新野和弘さん（3号棟）撮影
にい  の


